
か
れ
た
。
討
議
の
順
序
は
左
記
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
が
、
岡
倉
は
日
本
画
法

採
用
を
是
と
す
る
立
場
に
立
ち
、
こ
れ
ら
の
議
題
を
提
案
し
、
自
派
の
考
え
方

を
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

日
討
議
の
方
針
（
順
序
）

①
日
本
の
自
在
画
法
を
学
校
に
採
用
す
る
こ
と
の
利
、

る
こ
と
。

不
利
を
決
定
す

③
普
通
学
校
（
小
、
中
、

師
範
学
校
等
）
に
お
け
る
美
術
教
育
の
方
法

を
改
正
す
る
こ
と
。

③
職
工
学
校
、
工
業
学
校
に
お
け
る
美
術
教
育
の
方
法
を
改
正
す
る
こ

と
④
美
術
教
師
養
成
の
最
善
の
手
段
を
討
議
す
る
こ
と
。

⇔
①
に
つ
い
て
は
①
日
本
画
法
は
対
象
を
正
確
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
、
②
日
本
画
法
は
児
童
が
産
業
に
適
合
し
う
る
よ
う
な
創
造

的
、
芸
術
的
感
性
を
育
成
で
き
る
か
、
を
調
査
す
る
こ
と
。

日
本
画
法
の
優
秀
性
、
有
効
性
を
力
説
す
る
岡
倉
を
専
門
学
務
局
側
委
員
は

支
持
し
た
が
、
普
通
学
務
局
側
委
員
の
小
山
正
太
郎
と
山
路
一
遊
は
反
対
し

た
。
特
に
小
山
は
こ
の
会
議
で
は
事
実
上
洋
風
鉛
筆
画
教
育
お
よ
び
洋
画
派
を

代
表
す
る
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
、
激
し
く
反
論
し
た
が
、
も
と
も
と
形
勢
は
不

利
で
あ
り
、
遂
に
岡
倉
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
周
到
な
理
論
に
敗
れ
、
委
員
を
辞
し

て
し
ま

っ
た
。

小
山
は
後
年
、
「
北
越
新
報
発
刊
当
時
の

美
術
界
」
（
前
出
『
小

山
正
太
郎
先
生
』
所
収
）
そ
の
他
の
論
説
の
中
で
、
こ
の
と
き
の
こ
と
を
憤
憑
を

込
め
て
語
っ
て
い
る
。

小
山
に
対
す
る
岡
倉
の
攻
撃
は
明
治
十
五
年
の
論
説

図
画
調
査
会
は
岡
倉
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
主
張
ど
お
り
に
洋
風
鉛
筆
画
教
育
を

註
2

「
書
ハ
美
術
ナ
ラ
ス
」
へ
の
反
駁
以
来
、
こ
れ
が
二
度
目
で
あ
っ
た
。
な
お
、

こ
れ
は
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
仮
に
浦
崎
永
錫
示
す
と
こ
ろ
の
明
治
十
四
年

に
お
け
る
小
山
の
「
美
術
教
育
ノ
方
針
」
建
言

(51
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）
が
真
実
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
小
山
は
岡
倉
と
は
別
の
、
確
た
る
美
術
行
政
構
想
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
点
で
岡
倉
の
最
大
の
敵
で
あ
っ
た
か
ら
、
岡
倉
に
は
彼
を
決
定
的
に

排
斥
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

小
山
の
敗
退
は
事

実
、
そ
の
後
の
情
勢
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

岡
倉
ら
の
美
術
局
設
立
運
動
は
鑑
画
会
を
軸
と
し
て
民
間
ベ
ー
ス
で
進
め
て

い
た
日
本
美
術
復
興
運
動
を
行
政
ベ
ー
ス
に
乗
せ
、
牒
商
務
省
博
物
局
な
い
し

龍
池
会
路
線
の
美
術
行
政
に
真
の
文
化
行
政
と
し
て
の
性
格
を
持
た
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
図
画
調
査
会
や
後
述
の
図
画
取
調
掛
は
そ
の
運

動
を
進
め
る
た
め
の
手
段
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
上
記
フ
ェ
ノ
ロ
サ
宛
岡

倉
書
簡
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
次
の
語
句
に
も
よ
く
現
れ
て
い
る
。

「
復
興
」
の
種
子
は
鑑
画
会
に
蒔
か
れ
て
お
り
、
今
や
上
野
に
そ
の
芽
が

萌
え
出
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
標
は
慎
ま
し
く
、
そ
の
手
段
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
我
々
は
博
物
局
に
戦
い
を
挑
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

|
ー
な
ぜ
な
ら
、
真
理
は
そ
れ
自
身
の
力
で
虚
偽
を
打
ち
倒
す
で
し
ょ
う

か
ら
。
美
術
は
日
本
で
復
興
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
が
支
援
を

約
束
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
私
は
芳
崖
に
よ
っ
て
手
を
得
、
先
生
に
よ
っ
て

魂
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。

図
画
調
査
報
告
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書
中
の
二
篇
は

日
本
式
毛
筆
画
教
育
へ
と
改
め
る
べ
き
こ
と
を
議
了
報
告
し
た
。
こ
の
こ
と
は

『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
（
昭
和
十
三
年
1
十
四
年
、
教
育
史
編
纂
会
編
）
に

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
十
七
年
十
一
月
十
五
日
文
部
省
の
専
門
普
通
両
学
務
局
に
於
て
委
員

を
設
け
日
本
画
を
自
在
画
法
に
採
用
す
る
の
可
否
、
普
通
学
校
及
工
芸
学

校
図
画
の
改
良
、
図
画
教
員
養
成
の
方
法
を
審
議
せ
し
め
た
が
該
委
員
は

美
術
に
適
す
る
絵
画
は
日
本
筆
を
用
ゆ
る
も
の
た
る
こ
と
を
議
了
報
告
し

こ。f
 

議
了
の
時
期
は
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
執
筆
の
「
欧
米
美
術
取
調
」
（
未
定
稿
。
『
フ
ェ

ノ
ロ
サ
資
料
ー
』
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
）
に
「
こ
の
委
員
会
〔
図
画
調
査
会
〕
は
五
ヶ

月
に
わ
た
り
上
野
で
週
二
回
会
合
を
開
き
、
…
・
・
：
・
・日
本
式
画
法
に
賛
成
の
報

告
を
行
な
っ
た
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
十
八
年
四
月
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

議
了
報
告
書
の
原
本
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
既
に
小
高
根
太
郎
著

「
ア
ー
ネ
ス
ト

・
エ
フ

・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
美
術
運
動
」
（
『
美
術
研
究
』
第
I
I
o
1
1
1
2

号
。
昭
和
十
六
年
）
の
中
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

か
つ
て
白
浜
徴
著

『
図
画
教
授
之
理
論
及
実
際
』
（
明
治
四
十
四
年
一
月
）
や
阿
部
七
五
三
吉
著
『
実

験
図
画
教
授
法
』
（
同
年
八
月
）
が
図
画
取
調
掛
の
調
査
報
告
と
し
て
紹
介
し
た

二
篇
は
、
そ
の
内
容
、
性
格
か
ら
み
て
図
画
調
査
会
の
報
告
書
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
二
篇
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
金
子
一
夫
著
「
図
画
教
育
調
査

会
報
告
に
関
す
る
資
料
的
考
察
」

（
『
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
報
』
十
一

号
。
昭
和
六
十
二
年
三
月
）
に
お
い
て
綿
密
に
資
料
の
検
討
が
行
わ
れ
、
白
浜
著

『
文
部
省
講
習
会
図
画
教
授
法
』
（
明
治
三
十
七
年
）
か
ら
の
引

用
、
つ
ま
り
白
浜
の
講
話
筆
記
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を
阿
部
は
片

仮
名
に
直
し
て
自
著
に
収
録
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
近
年
の
山
形
寛
著
『
日
本
美

術
教
育
史
』
（
昭
和
一
―
―
十
九
年
）
に
至
っ
て
は
阿
部
の
著
書
か
ら
そ
れ
を
引
用
し

て
「
図
画
取
調
掛
調
査
主
意
」
な
る
標
題
を
付
け
加
え
て
紹
介
し
、
そ
れ
が
あ

た
か
も
図
画
取
調
掛
の
報
告
書
原
文
か
ら
の
引
用
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を

与
え
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
右
の

諸
書
と
違
っ
て
原
文
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
新
資
料
が
紹
介
さ
れ
、
白
浜
が

省
略
し
た
部
分
も
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
柿
山
蕃
雄
（
明
治

三
十
年
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
卒
業
。
図
画
教
育
家
）
の
論
文
「
小
学
校
に
於
け

る
図
画
及
図
画
手
本
の
変
遷
」
（
明
治
一
二
十
七
年
、
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
訓

導
の
同
人
誌
『
教
育
研
究
』
第
九
号
所
載
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
二
篇
で
あ
る
。

こ
れ
が
図
画
調
査
会
の
報
告
書
の
写
し
で
あ
る
こ
と
の
決
定
的
証
拠
は
未
だ
得

ら
れ
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
可
能
性
は
極
め
て
高
い
の
で
、
金
子
氏
の
了
解
を
得

て
左
に
転
載
す
る
。

＠
邦
霊
（
毛
筆
聾
）
を
學
校
に
採
用
す
る
に
付
き
調
査
会
の
建
議

本
邦
箱
聾
の
美
術
と
し
て
、
西
洋
に
譲
ら
ざ
る
は
、
既
に
識
者
の
許
す
所

に
し
て
、
此
に
贅
す
る
を
要
せ
ず
と
雖
も
、
其
賓
用
如
何
に
至
っ
て
は
、

マ
マ

疑
圃
を
抱
く
者
鮮
か
ら
ず
、
蓋
し
我
が
普
通
教
育
中
に
設
け
た
る
圏
璽
の

科
に
於
て
は
、
西
聾
（
鉛
筆
盟
）
の
法
を
用
ゐ
ら
る
4

も
、
一
に
此
に
原

因
せ
り
と
い
ふ
べ
し
、
然
る
に
箱
霊
な
る
も
の
は
、
菅
に
學
術
に
必
要
な

マ
マ

る
の
み
な
ら
ず
、
エ
藝
上
に
於
て
最
も
欠
く
べ
か
か
ざ
る
學
科
に
し
て
、

本
邦
の
如
ぎ
其
風
俗
習
慣
の
エ
藝
に
適
せ
る
所
に
あ
っ
て
は
、
一
層
箱
聾

マ
マ

の
良
悪
適
否
に
注
意
せ
ざ
る
べ
か
ち
ず
、
故
に
今
日
教
育
上
一
の
急
務
と
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な
す
べ
き
は
、
速
か
に
縮
壷
の
調
査
に
着
手
し
、
邦
聾
の
宜
用
如
何
を
考

究
し
、
之
に
し
て
果
し
て
西
軍
早
に
譲
ら
ざ
る
と
せ
ん
か
、
之
を
普
通
教
育

に
施
行
す
る
の
準
備
を
な
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
、
若
し
又
聾
の
実
用
に
適
せ

ざ
る
こ
と
明
瞭
な
ら
ん
か
、
従
来
の
圏
聾
教
授
法
を
改
良
せ
ざ
る
べ
か
ら

〔採
の
誤
り
か
〕

ざ
る
な
り
、
依
て
聯
か
邦
甕
を
換
用
す
る
の
利
害
を
考
究
し
、
併
せ
て
其

質
施
の
方
法
を
略
陳
す
べ
し
。

箱
聾
中
賓
用
に
廊
す
る
も
の
、
凡
そ
二
あ
り
、
曰
く
模
窯
聾
法
、
日
＜

粧
飾
憲
法
之
れ
な
り
、
但
し
幾
何
聾
法
も
賓
用
盪
に
濁
す
と
雖
も
、
其
性

質
美
術
よ
り
は
寧
ろ
理
學
的
に
し
て
、
西
洋
敷
學
的
の
學
科
と
並
行
す
る

を
要
す
る
を
以
て
、
本
論
に
は
之
れ
を
省
き
、
前
の
二
者
に
就
き
一
々
邦

霊
の
適
否
を
試
み
ん
と
す
。

H
模
窯
甕
法

凡
そ
質
物
の
形
朕
を
留
め
、
言
語
の
及
ば
ざ
る
所
を
補
ひ
、
理
會
力
を
祖

助
す
る
は
、
主
と
し
て
模
寓
甕
法
の
功
用
に
し
て
、
其
目
的
と
す
る
と
こ

ろ
は
賓
物
の
形
状
、
彩
色
を
模
し
、
該
物
の
思
想
を
喚
起
す
る
に
あ
り
、

而
し
て
此
目
的
を
達
す
る
の
手
段
は
、
種
々
あ
る
べ
し
と
雖
も
、
要
す
る

に
能
＜
賀
物
の
思
想
を
喚
起
し
得
る
以
上
は
、
其
目
的
を
達
す
る
も
の
と

云
ふ
べ
し
、
本
邦
の
甕
は
、
西
甕
と
手
段
を
異
に
す
と
雖
も
、
賞
物
の
思

想
を
喚
起
す
る
に
至
っ
て
は
、
逢
も
西
霊
に
譲
ら
ざ
る
な
り
、
論
者
或
は

邦
甕
は
辣
朱
に
し
て
、
員
の
模
寓
を
な
す
能
は
ず
と
な
す
者
あ
る
も
圏
る

べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
是
れ
本
邦
聾
派
の
全
局
を
知
ら
ざ
る
に
根
せ
る
説
に

し
て
、
少
し
く
綸
聾
に
注
意
し
、
諸
派
の
教
授
法
に
着
目
せ
ば
、
本
邦
は

古
末
窯
生
の
妙
手
に
乏
し
か
ら
ざ
る
を
知
ら
ん
の
み
。

⇔
粧
飾
聾
法

粧
飾
霊
は
、
エ
藝
に
直
接
神
益
あ
る
も
の
に
し
て
、
即
ち
便
利
と
快
楽
を

井
得
す
る
の
術
な
り
、
本
邦
の
霊
は
古
束
粧
飾
の
氣
に
富
み
、
狩
野
派
の

彫
刻
、
陶
器
に
於
け
る
、
土
佐
派
の
染
物
織
物
に
於
け
る
、
皆
其
精
巧
を

極
む
る
所
に
あ
り
、
盗
し
我
が
美
術
的
の
物
産
の
、
今
日
磐
債
を
欧
米
市

場
に
占
む
る
、
第
一
の
原
因
と
稲
す
る
も
可
な
り
、
今
我
が
長
所
を
捨
て

て
西
洋
に
取
る
の
利
害
如
何
ぞ
や
。

以
上
論
ず
る
所
に
て
、
邦
霊
の
質
用
に
堪
ゆ
る
は
明
瞭
な
る
べ
し
と
雖

も
、
西
聾
を
本
邦
に
輸
入
す
る
の
弊
害
に
就
て
簡
短
に
陳
す
べ
し
。

マ
マ

④
美
術
思
想
は
、
萬
國
普
通
な
り
と
難
も
、
其
思
想
、
性
質
は
各
國
の

風
俗
習
慣
に
因
つ
て
異
な
り
、

一
國
に
於
て
も
其
時
勢
に
随
つ
て
、
愛
遷

す
る
も
の
に
て
、
我
が
東
洋
と
西
洋
の
如
く
に
在
つ
て
は
、
其
懸
隔
最
も

甚
し
と
す
、
今
西
霊
を
採
用
す
る
に
於
て
、
西
洋
美
術
思
想
を
輸
入
す
る

は
到
底
免
れ
難
き
所
に
し
て
、
我
が
固
有
の
美
術
思
想
を
打
破
す
る
は
、

理
の
観
易
き
も
の
な
り
、
霊
敏
な
る
少
年
子
弟
、
次
第
に
西
甕
の
風
致
に

感
染
せ
ば
、
歌
米
人
の
目
し
て
天
下
一
個
の
活
美
術
と
な
す
日
本
紺
聾
は
、

地
を
彿
つ
て
去
る
べ
し
、
此
弊
の
波
及
す
る
所
登
に
懃
少
な
ら
ん
や
。

⑱
綸
甕
に
は
最
も
線
の
微
妙
を
得
る
を
貴
ぶ
、
而
し
て
之
は
軟
弱
な
る

筆
に
あ
ら
ざ
れ
ば
得
難
き
も
の
と
す
、
既
に
費
府
大
博
覧
會
、
佛
國
の
教

育
部
審
査
委
員
は
合
衆
感
の
學
校
園
聾
に
就
き
、
痛
く
堅
き
鉛
筆
を
用
ゐ

る
の
害
を
説
き
た
り
、
本
邦
人
は
従
来
指
手
の
運
動
に
熟
し
、
且
つ
習
字

を
な
す
に
軟
弱
な
る
筆
を
使
用
す
る
に
慣
れ
、
西
人
に
比
す
れ
ば
殆
ん
ど

天
賦
の
性
と
い
ふ
べ
き
な
り
、
今
此
天
賦
の
性
を
具
へ

、
最
も
綸
霊
に
適

営
な
る
軟
筆
を
使
用
し
得
る
邦
人
に
し
て
、
豊
に
可
を
捨
て
否
に
就
く
の

理
あ
ら
ん
や
。
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其 其 る
こ
と
。

調
査
に
要
す
る
人
員
は
、

狩
野
派
一
名
、

土
佐
派
一
名
、

名
、
西
聾
の
教
授
に
熟
達
し
た
る
も
の
一
名
、
聾
を
模
窯
す
る
も
の
一

名
、
書
記
一
名
に
て
足
る
べ
し
、
而
し
て
敷
名
の
聾
家
の
如
き
は
技
藝

の
高
尚
を
以
て
有
名
な
ら
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
教
授
に
熟
練
し
た
る
者
を

〔兼
の
誤
り
か
〕

宜
し
と
す
、
又
他
の
吏
員
の
如
き
は
本
省
よ
り
庶
務
す
る
と
せ
ば
、
俸

給
に
要
す
る
経
費
は
僅
少
な
る
べ
し
。

前
項
の
方
法
に
て
、
邦
聾
教
授
法
の
略
整
頓
し
た
る
を
待
て
、
東

京
雨
師
範
學
校
井
に
其
附
薦
小
學
校
に
於
て
、
充
分
に
之
れ
が
適
否
を

試
み
、
相
営
の
改
訂
増
補
を
行
ふ
べ
し
。

マ
マ内

山
派

此
他
便
利
上
よ
り
論
ず
る
も
、
罷
費
上
よ
り
見
る
も
、
邦
霊
を
採
用
す
る

の
必
要
に
し
て
、
且
つ
有
益
な
る
は
明
晰
な
る
べ
し
、
其
賓
施
の
方
法
を

略
述
す
べ
し
、
貰
施
の
方
法
は
種
々
な
る
べ
し
と
雖
も
、
其
重
要
な
る
も

の
は
、
此
の
三
項
に
蹄
せ
ん
、
日
＜
邦
聾
を
調
査
し
、
其
教
授
法
を
整
理

マ
マ

す
る
こ
と
、
日
＜
邦
甕
の
適
否
を
試
瞼
す
る
こ
と
、
日
＜
邦
霊
を
博
播
す

凡
そ
普
通
教
育
の
一
科
と
し
て
、
其
性
質
特
別
の
調
査
を
要
す
る

も
の
は
、
音
楽
に
、
鉢
操
に
、
各
々
其
調
査
博
習
の
方
法
あ
り
、
箱
壺

も
是
と
同
じ
く
調
査
を
要
す
る
は
理
の
然
ら
し
む
る
所
に
し
て
、
以
上

論
辟
す
る
如
く
、
邦
甕
の
採
用
を
是
認
せ
ら
る
A

に
於
て
は
、
速
か
に

之
を
調
査
し
、
教
授
法
を
整
理
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
尤
も
邦
聾
の
諸
派

其
赴
き
を
異
に
し
、
教
授
法
一
定
せ
ざ
る
を
以
て
、
何
れ
の
派
に
披
て

教
授
法
を
定
む
べ
き
や
に
困
し
む
と
雖
も
、
教
育
上
に
要
す
る
綸
聾

は
、
宜
用
を
主
と
す
る
を
以
て
、
此
黙
よ
り
諸
派
に
就
て
参
酌
取
捨
せ

ば
偏
俺
の
弊
を
免
か
れ
ん
。

目
的

其
三
前
項
に
於
て
邦
聾
の
適
否
を
試
験
し
充
分
と
認
む
る
と
き
は
、
之

れ
が
博
播
の
方
法
を
計
劃
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
第
一
に
教
授
本
を
刊
行

す
る
是
れ
な
り
、
第
二
教
員
を
蓑
成
す
る
是
れ
な
り
。

マ
マ

＠
普
通
學
校
教
科
書
用
圏
聾
法
の
目
的
手
段
及
び
順
序
を
論
ず

普
通
學
校
教
科
用
の
圏
蜜
を
調
査
す
る
に
は
、
第
一
圏
盪
を
設
く
る
目
的

を
考
究
し
、
第
二
に
之
れ
を
達
す
べ
き
手
段
を
論
じ
、
第
一
ー
一
に
教
授
の
順

序
を
定
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

0
第
一

普
通
學
校
に
圏
聾
を
設
く
る
の
目
的
は
、
固
よ
り
、
賓
用
を
計
る
に
あ
り

と
雖
も
、
圏
聾
の
賓
用
は
多
種
に
し
て
、
性
質
を
異
に
す
る
も
の
少
か
ら

ず
、
故
に
韻
に
賓
用
と
稲
す
る
時
は
、
意
味
分
明
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
諸

種
の
賓
用
を
畢
げ
、
各
自
に
適
切
な
る
霊
法
を
示
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
、
貢

用
の
種
類
概
ね
十
二
種
あ
り
。

一
、
確
精
な
る
敷
学
上
の
比
例
を
要
す
る
下
圏
を
作
る
こ
と
、

敷
學
的
の
精
確
を
要
す
る
圏
甕
（
例
へ
ば
地
圏
、
建
築
圏
、
器
械
圏
等

の
如
き
も
の
）
は
器
械
を
以
て
描
か
ざ
る
を
得
ず
、
用
器
霊
法
是
れ
な

り
、
此
聾
法
は
一
種
の
専
修
を
要
し
、
且
つ
此
の
み
を
學
ぶ
者
は
他
の

霊
法
に
適
せ
ざ
る
な
り
。

二
、
幾
何
學
の
説
明
に
供
す
る
圏
を
作
る
こ
と
、

幾
何
學
の
説
明
に
供
す
る
圏
は
、
敷
學
的
の
精
確
を
要
せ
ず
、
又
陰
影

を
用
ゐ
ず
、
唯
簡
箪
な
る
線
聾
に
て
足
れ
り
、
故
に
一
個
の
霊
法
を
な

さ
ず
各
聾
法
の
線
聾
に
展
す
る
を
得
べ
し
。

―
―
-
、
光
學
の
理
を
説
明
す
る
こ
と
（
即
ち
陰
影
を
示
す
こ
と
）
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光
學
を
説
明
す
る
に
は
、
寧
ろ
光
線
の
宜
瞼
を
宜
し
と
す
と
雖
も
、
又

圏
聾
に
由
つ
て
、
原
理
光
路
を
考
究
し
、
以
て
紙
面
に
物
の
起
伏
、
向

背
、
遠
近
の
状
を
明
示
す
る
を
要
す
る
こ
と
あ
り
、
陰
影
盟
法
之
れ
な

り
、
此
霊
法
に
於
て
は
、
専
ら
陰
影
の
理
に
依
り
て
物
の
形
状
を
學
ば

し
む
る
を
以
て
、
其
結
果
た
る
諸
物
表
面
の
質
を
省
き
、
精
確
な
る
敷

學
の
陰
影
の
み
を
描
く
に
至
り
、

一
切
の
美
術
的
及
通
常
の
理
學
的
の

主
旨
と
井
行
す
る
を
得
ず
、
故
に
陰
影
聾
法
の
用
は
陰
影

の
理
を
教

へ
、
且
第
一
及
第
四
種
の
宜
用
の
補
助
た
る
に
過
き
ず
。

四
、
模
型
及
彫
刻
等
の
下
同
を
作
る
こ
と
、

此
に
所
謂
模
型
術
及
彫
刻
術
中
に
は
、
特
に
一
切
の
美
術
的
の
も
の
を

除
き
た
る
な
り
、
蓋
し
員
の
美
術
的
の
模
型
、
彫
刻
は
圏
聾
に
披
ら
ず

し
て
、
直
ち
に
賀
地
に
就
て
考
按
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
な
り
、

此
に
所
謂
模
型
彫
刻
は
概
ね
器
械
的
の
も
の
に
し
て
、
陰
影
甕
法
を
以

て
顕
す
ぺ
き
も
の
な
り
、
此
功
用
は
主
と
し
て
職
工
を
し
て
模
型
按
を

理
會
せ
し
む
る
に
あ
り
。

五
、
理
學
の
説
明
に
供
す
る
こ
と
（
動
植
物
金
石
等
の
標
品
の
聾
）

物
の
賓
用
を
達
す
る
に
は
、
敷
學
的
の
精
確
を
要
せ
ず
、
又
陰
影
を
描
か

ず
、
其
主
旨
は
賓
物
の
要
貼
を
描
く
に
あ
り
、
理
學
聾
法
是
な
り
、
然
れ

ど
も
其
要
黙
な
る
も
の
は
、
理
學
上
の
事
賞
に
外
な
ら
ざ
る
を
以
て
、

専
門
家
を
除
き
て
は
要
用
な
ら
ず
、
且
つ
他
の
喪
法
と
井
行
し
難
し
。

六
、
諸
奇
品
の
模
圏
を
作
る
こ
と
、

諸
奇
品
の
模
闘
を
作
る
の
主
旨
は
、
物
状
を
保
存
す
る
に
あ
り
て
、
諸

物
の
形
状
に
隧
て
異
な
る
と
雖
も
、
概
す
る
に
理
學
甕
法
に
屈
す
る
も

の
な
り
。

七、

書
籍
の
挿
圏
を
作
る
こ
と
、

書
籍
の
挿
圏
は
、
書
籍
の
性
質
に
由
つ
て
異
な
り
、
理
學
的
の
事
賀
を

説
明
す
る
書
は
、
理
學
監
法
を
用
ゐ
る
如
し
、
其
他
は
概
ね
美
術
班
法

に
賜
す
。

八
、
人
の
思
想
を
顕
は
し
言
語
の
及
ば
ざ
る
所
を
補
ふ
こ
と
、

是
れ
亦
思
想
の
性
質
に
由
て
霊
法
を
異
に
し
、
陰
影
を
表
は
す
に
は
陰

影
聾
法
を
用
ゐ
、
美
術
的
の
思
想
は
美
術
聾
法
を
用
ふ
。

九
、
彫
刻
師
石
版
師
の
技
術
を
助
く
る
た
め
に
甕
を
學
ぶ
こ
と
、

彫
刻
師
、
石
版
師
た
る
に
先
ち
、
手
指
の
運
動
を
活
澄
に
す
る
た
め
に

圏
聾
を
教
ふ
る
は
、
各
甕
法
に
由
り
て
な
す
を
得
べ
し
。

+
、
美
術
圏
案
家
に
な
る
べ
き
豫
備
を
な
す
こ
と
、

十
一

、
美
術
家
を
養
成
す
る
豫
備
を
な
す
こ
と
、

十
二
、
美
術
上
及
び
社
會
上
に
一
般
の
風
致
を
増
す
こ
と
、

以
上
三
種
の
目
的
を
達
す
る
に
は
、
精
密
に
諸
物
の
美
を
登
く
を
要

す
、
美
術
聾
法
是
れ
な
り
。

以
上
論
す
る
如
く
、
第
一
買
用
は
用
器
聾
法
に
よ
り
、
第
三
第
四
は
陰
影

聾
法
に
よ
り
、
第
五
第
六
は
理
學
霊
法
に
よ
り
、
第
十
第
十
一
第
十
二
は

美
術
甕
法
に
よ
り
、
第
二
第
七
第
八
第
九
は
一
個
の
事
旱
法
に
由
る
も
の
に

あ
ら
ず
、
而
し
て
用
器
聾
法
、
陰
影
蓋
法
及
敷
理
霊
法
は
専
門
家
の
攻
學

す
べ
き
も
の
に
し
て
、
功
用
の
範
園
廣
大
な
ら
ず
と
雖
も
、
美
術
聾
法
の

功
用
は
、
第

一
社
會
一
般
の
精
神
上
の
進
歩
を
粗
助
し
、
高
尚
優
美
の
風

マ
マ

を
醸
し
、
第
二
諸
種
の
エ
藝
に
稗
盆
し
、
加
之
美
術
聾
を
能
く
す
る
も
の

は
容
易
に
他
の
事
皿
法
を
修
む
べ
き
を
以
て
、
盛
法
中
尤
も
重
要
廣
大
の
宜

用
を
達
す
る
も
の
と
謂
ふ
べ
し
、

殊
に
普
通
教
育
に
設
く
る
圏
甕
は
、
美
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術
聾
法
に
由
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

歌
米
諸
邦
に
あ
っ

て
は
、
園
霊
を
普
通
教
育
に
設
く
る
の
日
、
猶
ほ
浅

き
を
以
て
、
圏
聾
教
授
の
方
法
未
だ
完
全
な
ら
ず
と
雖
も
、
概
す
る
に
陰

影
甕
法
、
理
學
叢
法
の
弊
害
を
認
得
し
、
盆
々
美
術
壷
法
を
使
用
す
る
の

傾
向
あ
る
に
似
た
り
、
論
者
或
は
美
術
霊
法
は
唯
に
風
韻
を
主
と
し、

貢

物
の
形
状
に
切
な
ら
ず
と
誤
解
す
べ
し
と
雖
も
、
員
の
美
術
霊
法
は
最
も

精
密
の
寓
生
を
要
す
る
も
の
な
り
、
蓋
し
本
邦
聾
の
鱗
轟
、
魚
什
の
岡
に

し
て
理
學
上
の
説
明
に
適
用
す
る
を
得
る
所
以
な
り
。

手
段

美
術
霊
法
を
達
す
べ
き
手
段
、
三
種
あ
り
曰
く
鉛
筆
、
日
＜
ク
レ
イ
ヨ
ン

及
ス
ト
ン
プ
、
曰
く
筆
。

第
一

、
鉛
筆
を
以
て
甕
く
所
の
線
は
、

H
繊
細
に
し
て
美
を
顕
は
す
能
は

ず
、
⇔
濃
淡
の
度
浅
薄
な
り
、
日
潤
色
な
し
。

第
二
、
ク
レ
イ
ヨ
ン
及
ス
ト
ン
プ
は
鉛
筆
に
比
す
れ
ば
線
並
に
濃
淡
の
美

を
得
べ
し
と
雖
も
、

H
微
細
の
貼
に
適
せ
ず
、
⇔
潤
滑
な
る
表
面
を
顕

は
す
を
得
す
、
日
墨
の
潤
色
な
し
。

第
三
、
筆
は
自
在
に
線
の
肥
痩
を
顕
は
し
、
且
つ
墨
の
清
潤
な
る
は
鉛
筆

及
び
ク
レ
イ
ヨ
ソ
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
、
是
れ
従
来
本
邦
人
の
慣
熟
す

る
も
の
に
し
て
美
術
蓋
法
に
適
良
な
る
も
の
な
り

此
に
由
て
、
之
を
観
れ
ば
筆
は
尤
も
美
術
霊
法
に
適
切
の
も
の
に
し
て
、

且
我
が
普
通
教
育
に
は
、
習
字
其
他
に
於
て
運
筆
を
教
ふ
る
を
以
て
本
邦

の
美
術
甕
法
は
、
筆
を
使
用
す
る
こ
と
最
も
便
宜
と
思
考
す
、
鉛
筆
を
用

ふ
る
ほ
到
底
此
主
旨
を
達
し
難
き
も
の
な
り
。

0
第
三

0
第

教
授
の
順
序

筆
を
以
て
す
べ
き
美
術
聾
法
の
教
授
の
順
序
は
、
別
表
に
示
し
た
る
如

く
、
線
、
浪
淡
、
色
の
一
ー
一
項
に
分
ち
、
先
づ
抽
象
的
の
線
、
濃
淡
、
色
よ

り
教
授
し
、
次
に
古
大
家
の
名
甕
に
よ
り
、
其
應
用
を
學
ば
し
め
、
終
り

に
天
然
の
事
物
に
就
き
思
想
を
自
在
な
ら
し
む
、
盗
し
先
づ
抽
象
的
に
學

ば
し
む
る
の
理
由
は
、
若
し
直
ち
に
古
聾
を
教
ふ
れ
ば
、
古
人
の
筆
意
、

形
状
に
拘
泥
し
て
其
範
菌
を
脱
し
難
く
、
又
直
ち
に
窃
物
を
寓
さ
し
む
れ

ば
、
筆
法
、
自
在
な
ら
ざ
る
を
以
て
な
り
、
但
し
此
順
序
は
教
育
上
に
用

ふ
べ
き
一
般
の
美
術
甕
法
を
示
す
も
の
に
し
て
、
學
校
の
程
度
に
よ
り
料

酌
す
る
を
要
す
。

美
術
甕
法
教
授
順
序
表
（
次
頁
）

表
中
、
意
味
不
明
の
語
が
二
三
あ
る
が
、
金
子
氏
は
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料

ー
』
一
六
―
―

-s
一
六
五
頁
「
図
画
教
育
提
要
」
付
表
と
対
比
し
て
、
「
抽
象
的
の

形
状
」
に
お
け
る
「
形
状
の
清
」
と
は
「
形
式
の
純
粋
性
」
で
あ
り
、

「
抽
象

的
の
濃
淡
」
に
於
け
る
「
平
線
」
は
「
均
一
な
ぽ
か
し
」
す
な
わ
ち
「
平
染
」

の
誤
植
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
誤
植
に
つ
い
て
付
け
加
え

れ
ば
、
「
天
然
の
形
状
」
に
お
け
る
「
（
右
彫
象
よ
り
画
く
こ
と
）
」
は
「
（
古
彫

像
よ
り
画
く
こ
と
）
」
で
あ
り
、
「
天
然
の
濃
淡
」
に
お
け
る
「
（
新
接
）
」
は

「
（
新
按
）
」
で
あ
り
、
「
抽
象
的
の
色
」
に
お
け
る
「
富
謄
の
浅
薄
」
は
「
富
謄

（
不
正
字
）

と
浅
菊
」
、
「
口
最
」
は
「
濯
量
」
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
新
資
料
と
白
浜
ら
が
紹
介
し
た
も
の
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
前
者
に

は
後
者
に
無
い
文
章
が
多
々
あ
り
、
特
に
白
浜
が
割
愛
し
た
「
美
術
盛
法
教
授

順
序
表
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
洋
画
排
斥
の
趣
旨
と
毛
箪
画
教

育
実
施
の
具
体
的
計
画
を
よ
り
明
確
に
把
握
で
き
る
の
で
あ
る
。
中
で
も
毛
筆

画
実
施
の
方
法
に
関
す
る
部
分
（
上
記
二
篇
の
う
ち
第

一
篇
の
末
尾
）

は
図
画
取

第 1章 束京美術学校創立前史 58 



＼
 ＼

 
’ 

全
＾＾＾ ＾ ＾ ＾ニハロイ～

巴＾＾＾乙＾＾甲ッツッツ天
利享元ツ享元ツ人動山花然

衣ッッツ鉢ツシ面物物水升の
紋姿較美格貌美相 形
態劉術神術 状
のの解の解
美 美剖美剖

ヽ 、― /

と
爺そ五元
按彫合
ッ象の

よ美

り‘̀― 
甕

＜ 
こ

会

^＾＾V 
＾＾＾＾ハロイ丁丙乙甲ッツツ古
ッツッツ人花花大

人一衣面物鳥鳥家
物個紋相山山箱
配人 水水聾

合物 ＾＾上
大中の
ッツ形

、- -状-'--^ と^ と^ ヘと駄ッ故ッ
ッ洲

記敷
ら憶度

甕に上窪
と愛よす
比更りこ
較す聟と
する＜ッ
るこ こ

（
一
）
抽
象
的
の
形
状

（
イ
）
形
状
の
清

疇
｝
闘

（
口
）
線
の
肥
痩

（
ハ
）
線
の
配
合

（
甲
）
抽
象
的
の
配
合

（
乙
）
粧
飾

（
元
）
簡
易

（
享
）
密

線

美
術
重
法
教
授
順
序
表

（
口
）
人
物

合

＾ ;： 
‘ ‘‘ ノ

旦
蒻
設
紅
｝

（
外
醗
盟
）

（
新
接
）

（
疎
甕
）

（
淡
漿
債
値
）

（
陰
影
）

（
諸
物
特
別
の
性
質
）

（
二
）
古
大
家
の
漿
淡

（
イ
）
花
鳥
山
水

（
口
）
人
物

（

甲

）

面

相

（

窃

し

）

食

品

人

物

，一
｛
譴
雙

（
丁
）
配
合
（
故
ら
に
嬰
更
す
る
こ
と
）

（
一
）
抽
象
的
の
濃
淡

（
清
き
こ
と
）

（
イ
）
平
線

三
聾
の
浦
染
：
（
力
あ
る
こ
と
）

（
二
）
離
散
し
た
る
消
染
（
清
き
こ
と
）

（
ホ
）
密
な
る
浦
染

｝
（
力
あ
る
こ
と
）

（
へ
）
粧
飾
に
應
用
し
た
る
洞
染
（
配
合
）

濃

淡

但
し
線
、
濃
、
淡
、
色
の
三
段
中
同
一
の
直
線
に
在
る
も
の
は
同
時
に
修
學
せ
し
む
べ
き
者
な
り

（
四
）
新
案

（
イ
）
線
濃
淡
色
の
蒐
集

教
師
を
要
せ
ず

=
-
）
天
然
の
色

（
イ
）
器
物
（
窃
す
こ
と
）

（
記
憶
よ
り
窟
す
こ
と
）

（
口
）
花
鳥
一
（
疎
驚
）

（

）

 

（

ハ

）

面

相

（

）

（
二
）
其
他
諸
物

（
＊
）
線
濃
淡
色
の
蒐
集

（
二
）
古
大
家
の
色

（
イ
）
花
鳥
（
窯
す
こ
と
）

（
記
憶
に
よ
り
窃
す
こ
と
）

（
口
）
人
物
二
翡
か
の
配
合
）

＾ ^＾＾＾＾＾＾ トヘホニハロイ ヽ
ッッツッツッツ抽

口反明寒富透色象
盈映賠温謄明の的

の の不清の
強 浅透濁色
弱 薄明

‘一．―」・.．

^ ＾＾＾ヘ
同粧新記教
上飾按憶科
ッ的汀こ書

のよよ
配りり
合為窯
ッすす

>-っ
¥- '--

ととーヽ、

色

59 第3節 図画調査会



調
掛
設
置
以
前
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
岡
倉
の
具
体
的
計
画
を
知
る
上
で
貴
重
で
あ

る。
な
お
、
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
ー
』

に
は
図
画
調
査
会
に
お
け
る
フ
ェ
ノ

ロ
サ

の
所
見
を
示
す
資
料
と
し
て
①
「
日
本
式
画
法
を
公
立
学
校
に
採
用
す
る
こ
と

の
得
失
」
、
②
「
図
画
の
用
途
と
方
法
」
（
一
八
八
四
年
十
二
月
十
一
＝
日
）
‘
③
「
美

術
の
重
要
性
」
、

④
「
美
術
画
法
に
関
す
る
意
見
」
の
四
篇
が
訳
出
さ
れ
て
い

マ
マ

る
。
こ
の
う
ち
②
は
上
記
資
料
の
「
普
通
學
校
教
科
書
用
圏
證
法
の
目
的
手
段

及
び
順
序
を
論
ず
」
中
、
「
第
一

、
目
的
」
の
前
半
と
内
容
が
一
致
す
る
。
白

浜
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
報
告
書
が
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
所
見
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
ー
』
が
フ
ェ

ノ
ロ
サ
の
東
京
美
術
学
校
時
代
の
資
料
と
し
て
収
録
し
て
い
る
「
図
画
教
育
案

提
要
」
の
付
表
は
右
に
掲
げ
た
「
美
術
甕
法
教
授
順
序
表
」
と
だ
い
た
い
対
応

す
る
も
の
で
（
用
語
に
多
少
相
違
が
認
め
ら
れ
る
）
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
お
い
て
は
普

通
図
画
教
育
の
場
合
も
東
京
美
術
学
校
の
絵
画
教
育
の
場
合
も
、
教
授
順
序
の

形
式
は
同
一
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
委
員
の
一
人
山
路
一
遊
の
遺
稿
集
の
中
に
図
画
調
査
会
、
殊
に
狩

野
芳
崖
の
役
割
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
紹
介
し
て
お
く
。

図
画
取
調
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
東
京
帝
国
大
学
御
用
教
師

エ
ル
ネ
ス
ト

・
フ
ェ
ネ
ロ
サ
と
い
う
は
、
本
来
哲
学
者
で
日
本
の
美
術
を

研
究
し
て
日
本
画
の
鑑
賞
を
よ
く
し
た
人
で
あ
る
。
日
本
画
は
御
維
新
日

本
の
旧
物
破
壊
の
災
に
会
っ
て
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ど
ん
ど
ん
外

マ
マ

国
へ
行
っ
た
。
九
鬼

・
高
峰
さ
ん
達
が
集
め
ら
れ
た
の
は
之
か
ら
大
分
経

っ
て
か
ら
の
事
で
あ
ろ
う
。
河
瀬
秀
治
等
の
人
が
日
本
画
を
頻
り
に
推
賞

註
2

註
1

さ
れ
た
。
そ
の
意
見
を
文
部
省
で
採
用
し
て
学
校
教
育
と
し
て
日
本
画
が

マ
マ

調
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
岡
倉
覚
三
、
今
泉
勇
作
ー
後
帝
国
博
物
館

長
、
画
家
狩
野
芳
崖
等
と
い
う
人
を
調
査
委
員
と
し
て
日
本
画
を
学
校
に

用
い
る
可
否
、
い
か
に
し
て
教
授
す
る
か
の
研
究
が
始
ま
っ
た
。
月
何
回

か
委
員
が
集
ま
っ
て
フ
ェ
ネ
ロ
サ
が
出
て
日
本
画
の
講
議
を
す
る
。
長
所

を
賞
揚
す
る
。
芳
崖
先
生
が
日
本
画
小
品
を
陳
列
し
、

フ
ェ
ネ
ロ
サ
が
見

て
意
見
を
述
べ
る
。
画
家
、
哲
学
者
中
々
面
白
か
っ
た
。
日
本
画
を
小
学

校
に
採
用
す
る
事
と
な
っ
た
の
は
こ
こ
に
濫
腸
し
て
い
る
。
岡
倉
覚
三
君

は
か
く
て
日
本
画
を
調
査
し
て
美
術
学
校
を
作
っ
て
自
ら
校
長
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
創
設
の
功
は
岡
倉
に
あ
る
。
後
に
正
木
氏
が
校
長
に
な
っ

た
。
こ
の
前
は
狩
野
の
画
が
一
一
束
―
―
―
文
に
売
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
高
峰

先
生
が
浮
世
絵
を
集
め
ら
れ
た
の
は
此
の
前
後
で
あ
ろ
う
。

（
『
天
放
集
ー
山
路
一
遊
先
生
遺
稿
ー
』
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
。
青
葉
図
害
）

図
画
調
査
会
発
足
年
月
日
に
つ
い
て
、

『
東
京
美
術
学
校
一
覧
』
所
載
「
沿
革

略
」
で
は
明
治
十
七
年
七
月
と
さ
れ
、
何
故
か
こ
れ
が
踏
襲
さ
れ
て
き
た
。
『
文

部
省
年
報
』
、
図
画
取
調
掛
設
骰
伺
い
（
『
法
規
分
類
大
全
目
録
』
所
収
）
、
明
治

十
七
年
十
二
月
五
日
付
フ
ェ
ノ
ロ
サ
宛
岡
倉
古
簡
、
さ
ら
に
は
図
画
調
査
委
員
の

任
命
月
日
等
に
よ
り
、
十
一
月
十
五
日
と
す
る
の
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

小
山
正
太
郎
の
「
害
ハ
美
術
ナ
ラ
ス
」
（
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
第
八
、
九
、
十
号
。

明
治
十
五
年
五
、
六
、
七
月
）
に
対
し
、
岡
倉
覚
三
は
「
書
ハ
美
術
ナ
ラ
ス
ノ
論

ヲ
読
ム
」
を
同
誌
（
第
十
一

、
十
二
、
十
五
号
。
同
年
八
、
九
、
十
二
月
）
に
寄

稿
し
て
批
判
し
た
。
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